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た。フトゥを基盤とする政党「フトゥ解放運動党」（Parti du mouvement de 
l’émancipation hutu: PARMEHUTU―なお組織略号は章末の付表にまとめた）の支
持者がトゥチのチーフ，サブチーフを襲撃する一方，チーフ，サブチーフ側
は PARMEHUTU 幹部を殺害しようとした。ベルギー植民地当局は PARME-
HUTU 側を支援したため，チーフらを支持基盤とする「ルワンダ国民連合」








































軍」（Conseil national pour la défense de la démocratie - Forces pour la défense de la 
démocratie: CNDD-FDD）や「解放国民軍・フトゥ民族解放党」（Forces nation-


























































避難民の再定住」に関する議定書（1993年 6 月 9 日締結）においてである。
　前者では，この和平協定で設置が決められた移行期政府（Gouvernement de 
transition à base élargie）の主要政策を定めた第23条において， 7つの基本政




















































された憲法（Republic of Rwanda 2003）では，前文第 4項において和解の重要
性が強調され⒁，第178条では上述のアルーシャ和平協定の条項を受ける形






















































































者 3人のうち必ず 1 人は異なるエスニック集団の候補者を，候補者 4人の


































ICTR から逮捕・訴追の対象となっていた。軍事的勝利を収めた RPF が圧倒
的な政治力をもつことは明白だった。それでも RPF は，挙国一致内閣（Gov-







































戦中に RPF が行った犯罪はほとんど裁かれなかった。内戦中 RPF の兵士が
民間人殺害などの戦争犯罪に荷担したことはしばしば指摘されてきたが（Af-
































年 政党名 フトゥ トゥチ トゥワ 合計
2005 CNDD-FDD 43 21 0  64
FRODEBU 23  7 0  30
UPRONA  0 15 0  15
CNDD  3  1 0 　4
MRC  0  2 0 　2
Twa  0  0 　　　3（1） 　3
Total 69 46 3 118
2010 CNDD-FDD 54 27 0  81
FRODEBU-Nyakuri（2）  3  2 0 　5
UPRONA  5 12 0  17
Twa  0  0 3 　3




























は2010年の選挙であり，FNL をはじめとする主要野党勢力は CNDD-FDD が
組織的な不正を行ったと主張して選挙をボイコットした。もっとも，2005年
選挙で政権の座についた CNDD-FDD が権力独占の傾向を強めたことは以前
から指摘されていた（ICG 2006, 2010, 2011; Human Rights Watch 2010）。蓄積さ
れてきた野党勢力の不満が，選挙をきっかけとして噴出したと考えるべきで
あろう。主要野党がボイコットした結果，表 3 に示すように，議席の大部分
を CNDD-FDD が占める結果となった。その後 FNL は軍や警察など治安維
持機関からも離脱し，コンゴ民主共和国東部で再武装したとみられている
46















告書が刊行され（Gouvernement du Burundi 2010），2011年 7 月には大統領が










































































































⑹　アルーシャ和平協定は複数の合意文書の総称であり，1993年 8 月 4 日に締
結されたものを指す。権力分有については，Protocole d’Accord entre le Gou-
vernement de la République Rwandaise et le Front Patriotique Rwandais sur le 








































ことにかんがみ，」との言及がある（Organic law setting up “Gacaca Jurisdic-
tions” and organizing prosecutions for offences constituting the crime of genocide 




































　土地分割政策については，Musahara and Huggins （2005），Takeuchi and Mar-
ara （2005），Bruce （2009），Huggins （2009）などを参照。
　ハビャリマナ前大統領が所属した旧唯一政党の「開発国民革命運動」（Mou-
vement révolutionnaire national pour le développement: MRND），フトゥ至上主










中枢は旧 RPF 軍事部門（Rwandan Patriotic Army: RPA）が一貫して独占して
いる（Takeuchi 2011）。
　MDR は2003年の選挙を前にして，「分断主義」的であるとして解党を命じ
られた。詳しくは以下を参照。Human Rights Watch （2003）; Amnesty Interna-
tional （2003）; “Rwanda: A Victory Foretold,” Africa Confidential 44 （17）, 1 - 3  
（29 August 2003）; “Un triomphe, pour quoi faire?” Jeune afrique No. 2225, 57-59 








Times, 23 April 2010），実刑判決を受けた。
　2012年11月 5 日現在，ICTR では93人の被告人のうち83人の審理が終了した
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（UN 2012）。一方，ガチャチャ法廷では195万8634件が裁かれた（Republic of 





在し，避難民の総数は15万7167人であった（Rwabahungu et Nintunze 2009, 9）。
　今後，裁判の実施や CVR の設置には多大な困難が予想される。一般に指摘




側が消極的になっている（Ndikumasabo et Vandeginste 2007）。2012年12月，大
統領は「CVR は遅くとも2013年 2 月には設置される」と述べたが（2012年12
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Peace Agreement between the Govern-








CDR Coalition pour la défense de la république 共和国防衛同盟（R）





CNDD-FDD Conseil national pour la défense de la 





CVR Commission vérité et réconciliation 真実和解委員会（B）
FNL- PALIPEHUTU Forces nationales de libération - Parti pour 
la libération du peuple hutu
解放国民軍・フトゥ民
族解放党（B）
FRODEBU Front pour la démocratie du Burundi ブルンジ民主主義者戦
線（B）
ICTR International Criminal Tribunal for Rwanda ルワンダ国際刑事裁判
所（R）
MRND Mouvement révolutionnaire national pour 
le développement
開発国民革命運動（R）
MRC Mouvement de rehabilitation du citoyen 市民修復運動（B）
MDR Mouvement démocratique républicain 共和民主運動（R）
PARMEHUTU Parti du mouvement de l’émancipation hutu フトゥ解放運動党（R）
RPA Rwandan Patriotic Army ルワンダ愛国軍（R）
RPF Rwandan Patriotic Front ルワンダ愛国戦線（R）
UNAR Union nationale rwandaise ルワンダ国民連合（R）
UPRONA Parti de l’union et du progrès national 国民進歩党（B）
（出所）　筆者作成。
（注）　（R）はルワンダ，（B）はブルンジにかかわる用語であることを示す。
付表　略語表
